	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	数学Ⅰ
	３
	第１学年


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１．方程式と不等式，２次関数及び図形と計量について理解を深める。

２．数学の基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，それらを的確に活用する能力を伸ばす。

３，数学的な見方や考え方のよさを確認できるようにする。

	使用教科書・副教材等
	オーレ数学Ⅰ（数029），傍用問題集，参考書(Focus Light数学Ｉ十Ａ)


２　学習計画及び評価方法等
	学期
	学　習　内　容

	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範囲

	第
１
学
期
	オリエンテーション


	４
	「数学Ｉ」の学習の意義や内容，評価の方法及び勉強の仕方を理解します。
	理解を深めるために，演習プリントで工夫をします。

複雑な計算を扱ったり，技巧的な因数分解に深入りしないようにします。
	第１学期中間考査

	
	第１章　方程式と不等式

　第１節　整式


	
	中学校から学んできた文字式について確認し，整式の整理の方法・加法・減法の計算について理解します。
	
	

	
	　第２節　整式の乗法
	
	整式と整式を掛け合わせて展開することを，指数法則から始めて，多項式と多項式まで広げていきながら理解します。
整式の展開において,より効率よくするために，公式を利用することを学習します。
	
	

	
	　第３節　因数分解


	５
	整式を２つ以上の整式の積の形にすること(因数分解)を学習します。

共通因数をくくり出すことから始め，公式を利用して，２次式や３次式の因数分解をする方法を理解します。
	
	

	
	　第４節　平方根


	
	平方根の意味やその計算方法，分母の有理化について理解します。
	１次不等式は「２次関数と２次不等式」に関連します。

解の公式については「数学Ⅱ」という科目で，改めて学習します。
	第１学期期末考査

	
	　第５節　実数


	６
	中学校までに学んだ数を整理し，実数の概念をまとめ，実数と直線上の点の対応について理解します。
	
	

	
	　第６節　不等式


	
	数量の大小関係を不等式に表せるようにし，不等式とその解の意味を理解します。

不等式の性質や解法を理解し，それを利用して問題解決できるようにします。
	
	

	
	　第７節　2次方程式


	７
	中学校で既習の簡単な２次方程式の解法を復習し，因数分解を使う解き方を理解します。

２次方程式の解の公式を導き，それを使う解き方を理解します｡また，それを利用して問題解決できるようにします。
	
	

	
	【課題・提出物等】

１．授業終了後に配布する「日々の課題」（毎時間）

２．中間考査及び期末考査の範囲内の副教材演習ノート（２回）

３・主として参考書「Focus Light数学Ⅰ＋A」の中から出題される週末課題（毎週）

	
	【第１学期の評価方法】

　中間考査と期末考査の成績，小テスト，演習ノート，プリントなどの提出物の内容，学習活動への参加の仕方や態度などで総合的に評価します。

	学期
	学　習　内　容

	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範囲

	第
２
学
期
	第1章 2次関数

第１節　関数とグラフ
	９
	中学校で学習した関数や１次関数について再確認します。
	方眼にとらわれすぎないで書けるように指導します。
	第２学期中間考査

	
	第２節　2次関数とグラフ


	
	表とグラフを対比させて考えることにより，２次関数のグラフの基本形を学習します。

２次関数の平行移動の考えを学習し，グラフの特徴や書き方を理解します。

２次関数の一般形から標準形に平方完成することを段階を追って理解し，グラフが書けるように学習します。
	
	

	
	
	10
	
	
	

	
	第３節　2次関数の値の変化


	
	２次関数の値の変化の様子を，グラフを利用して理解し，最大値・最小値を求める問題に応用できるように学習します。

２次関数の変域に制限がある場合の最大値・最小値を求める問題の解き方を理解します。

２次関数のグラフとｘ軸との共有点に着目し，そのｘ座標が２次方程式の解になることを理解して，実際に求めてみる。

２次関数のグラフとｘ軸の位置関係と，２次不等式の解の関係を理解し，実際にグラフを利用して，２次不等式を解けるようにします。
	例が複雑なものにならないように注意します。
	第２学期期末考査

	
	
	11
	
	
	

	
	
	12
	
	
	

	
	第４節　いろいろな関数
	
	身の回りにあるいろいろな関数を取り上げ，理解を深めます。
	
	

	
	【課題・提出物等】

１．授業終了後に配布する「日々の課題」（毎時間）
２．中間考査及び期末考査の範囲内の副教材演習ノート（２回）
３．主として参考書「Focus Light数学Ｉ十Ａ」の中から出題される週末課題（毎週）

	
	【第２学期の評価方法】
　中間考査と期末考査の成績，小テスト，演習ノート，プリントなどの提出物の内容学習活動への参加の仕方や態度などで総合的に評価します。


	学期
	学　習　内　容

	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範囲

	第
３
学
期
	第3章 形と計量 

  第１節　鋭角の三角比
        
	１
	　直角三角形を使って鋭角の三角形を導入し，辺の長さの比と角の関係として，三角比の意味を理解します。また，それを利用した計量の基本的な性質について理解します。

　三角比の表や三角比の考え方を理解し，日常的な問題での活用方法を学習します。

　三角比の間にどのような関係が成り立つか考察し，その関係を利用して三角比の値が求められるようにします。
	「数学Ⅱ」の「三角関数」の学習に関連します。

公式の利用を主とし，必要以上に数値が煩雑にならないように配慮します。
	学年末考査

	
	第２節　鈍角の三角比


	
	　座標を用いて三角比を定義し，角の範囲を0°から180°まで広げて三角比を求められるように学習します。

　鈍角でも性質を利用し，三角比の表を使って求められることを理解します。

　鈍角の三角比についても，鋭角の場合と同様の相互関係が成り立つことを理解します。
	
	

	
	
	２
	
	
	

	
	　第３節　正弦定理と余弦定理

	
	　三角形において，それぞれの辺の長さと角の大きさとの間に成り立つ基本的な関係（正弦定理と余弦定理）を理解します。
	
	

	
	　第４節　いろいろな図形の計量
	
	　三角比を利用して，三角形の面積を求めたり，空間図形の計量に利用できるように理解します。
　図形を拡大または縮小すると，面積や体積，さらに表面積がどのように変化するか調べます。
　相似比と面積,相似比と体積の関係を調べ，それを図形の計量に利用できるように学習します。

　球の体積と表面積の間に成り立つ関係を学習し，球の体積と表面積が求められるようにします。
	
	

	
	
	３
	
	
	

	
	【課題・提出物等】
１．授業終了後に配布する「日々の課題」（毎時間）

２．中間考査及び期末考査の範囲内の副教材演習ノート（２回）

３．主として参考書「Focus Light数学１十Ａ」の中から出題される週末課題（毎週）

	
	【第３学期の評価方法】

中間考査と期末考査の成績，小テスト，演習ノート，プリントなどの提出物の内容，学習活動への参加の仕方や態度などで総合的に評価します。


	【年間の学習状況の評価方法】
　下記の４つの観点から評価した１学期，２学期及び３学期の成績を総合し，年間の成績とします。１年間を通して学習の取り組みの進歩について，状況等を含めて評価します。


３　評価の観点，内容及び評価方法
	
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	　数学的な活動を通して，方程式と不等式，２次関数及び図形と計量における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているかどうか｡
	・授業への取り組み，態度

・授業中の補助プリント

・演習ノート

・「日々の課題」「週末課題」

	数学的な見方や
考え方
	  数学的な活動を通して，方程式と不等式，２次関数及び図形と計量における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えているかどうか｡
	・授業への取り組み，感度

・授業中の補助プリント

・演習ノート

・「日々の課題」「週末課題」

	表現・処理
	  方程式・不等式，２次関数及び図形と計量において，事象を数学的に考察し，表現し処理する仕方や推論の方法を身につけ，的確に問題を解決できるかどうか。
	・授業への取り組み，態度

・授笑中の補助プリント

・演習ノート

・「日々の課題」「週末課題」

	知識・理解
	  方程式・不等式，２次関数及び図形と計量における基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基礎的な知識を身につけているかどうか。
	・定期考査，小テスト

・演習ノート

・「日々の課題」「週末課題」


４　アドバイス等
	確かな学力を身につけるためのアドバイス 
	・授業を通して，なぜその公式が成り立つかを理解することか必要です。

・理解した公式をきちんと使えるように，繰り返し練習しましょう。

・さらに，確実な計算力を身につけることが大切です。

	授業を受けるにあたって守ってほしい事項
    
	・学習の基本は授業です｡欠席することなく継続的に授業に取り組みましょう。

・授業中のノートは板書を単に写すだけではなく，例題の解法等において，手順やそこで必要な公式等の確認事項などが十分に理解できるように作成することが大切です｡復習に活用できるように丁寧にまとめてください。

・例題を参考に積極的に練習問題等に取り組み，繰り返しの中で理解を深めることが大切です。

・学期や学年の評価は，定期考査だけでなく，授業態度や提出物等を平常点として加味し評価するので，期限を守って提出してください。

	その他
	授業は「丁寧に」解説しますので，生徒の皆さんも「苦手だから」とか決めつけないで，積極的に授業に参加してください。わからないことをそのままにせず，どんどん質問してほしいと思います。


	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	数学Ａ
	２
	第１学年


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１．場合の数と確率，平面図形及び集合と論理について理解を深める。

２，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理する能力

　　を育てる。

３．数学的な見方や考え方の良さを確認できるようにする。

	使用教科書・副教材等
	オーレ数学Ａ（数A029），傍用問題集，参考書（Focus Light数学Ⅰ＋A）


２　学習計画及び評価方法等
	学期
	学　習　内　容

	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範囲

	第
１
学
期
	オリエンテーション

	４
	　「数学Ａ」の学習の意義や内容，評価の方法を理解します。
	理解を深めるために，演習プリントで工夫をします。

「場合の数」は「確率」の学習に関連します。
	第１学期中間考査

	
	第１章　個数の処理 

　第１節　集合 
	
	集合に関する基本的な用語・記号を理解し，集合の要素の個数が求められるようにします。
	
	

	
	第２節　順列

	５
	　樹形図を用いて，場合の数の意味を理解し，和の法則・積の法則を利用して，能率的に場合の数を求められるようにします。
　順列の意味と，その総数を求める方法について理解します。
　具体的な場面に順列の考えを適用して，階乗や公式を用いた場合の数の表し方を理解します。

重複順列の意味と，その総数の求め方や公式を理解します。
	
	

	
	
	６
	
	
	

	
	　第３節　組合せ


	
	具体例を通して組合せの意味を明らかにし，順列との関係によって求める道筋を理解します。
具体的な場面に組合せの考えを適用して，場合の数を求める練習をします。
組合せの活用例として，ニ項定理を学びます。
	
	第１学期期末考査

	
	
	７
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	【課題・提出物等】
１．授業終了後に配布する「日々の課題」（毎時間）
２．中間考査及び期末考査の範囲内の副教材演習ノート（２回）
３．主として参考書「Focus Light数学Ｉ十Ａ」の中から出題される週末課題（毎週）

	
	【第１学期の評価方法】
中間考査と期末考査の成績，小テスト，演習ノート，プリントなどの提出物の内容，学習活動への参加の仕方や態度などで総合的に評価します。


	学期
	学　習　内　容

	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範囲

	第
２
学
期
	第２章　確率

　第１節　確率の意味

	９
	同様に確からしい場合の確率の定義を理解します。　
試行や事象については具体例で理解します。
くじ，硬貨投げ，さいころなどの簡単な問題で，確率を求める方法を理解します。
順列や組合せの数を用いた確率の求め方を理解します。
	「数学C」の「確率分布」と関連します。
	第２学期中間考査

	
	
	10
	
	
	

	
	　第２節　確率の加法定理

	
	事象が排反であるとき，加法定理が成り立つことを理解し，どのような場面に適用されるのかを学習します。　　　

余事象の意味とその表し方を理解し，これらを利用して確率の計算ができるようにします。
	
	

	
	　第３節　独立な試行

	
	試行の独立の意味を理解し，試行が独立であるときの事象の確率が求められるようにします。
同じ条件のもとでの反復試行の意味を理解し，その時の確率の求め方を学習します。
	
	第２学期期末考査

	
	
	11
	
	
	

	
	　第４節　期待値
	
	期待値の概念を理解し，具体例について期待値を求められるよう学習します。
数学的な見方や考え方のよさについて認識を深めます。
	
	

	
	
	12
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	【課題・提出物等】
１．授業終了後に配布する「日々の課題」（毎時間）
２．中間考査及び期末考査の範囲内の副教材演習ノート（２回）
３．主として参考書「Focus Light数学Ｉ十Ａ」の中から出題される週末課題（毎週）

	
	【第2学期の評価方法】
中間考査と期末考査の成績，小テスト，演習ノート，プリントなどの提出物の内容，学習活勣への参加の仕方や態度などで総合的に評価します。


	学期
	学　習　内　容

	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範囲

	第
３
学
期
	３章　平面図形 

　第１節　三角形の性質

	１
	中学校で学んだ角と平行線について復習し，対頂角，同位角，錯角について確認します。
三角形の角の二等分線が，対辺を残りの二辺の比に分けることを理解します。
三角形の重心・外心・内心を定義し，これらの性質を理解します。
	中学校で学習した「図形」から始めます。
	学年末考査

	
	　第２節　円の性質


	
	円周角の定理，円周角の定理の逆について理解し，問題に生かせるようにします。
円と直線の位置関係，二つの円の位置関係共通接線について理解します。
円外の点からその円に引いた二つの接線の長さは等しいことを理解します。
円に内接する四角形の性質や，四角形が円に内接する条件を理解します。
接弦定理・方べきの定理について理解します。
	
	

	
	
	２
	
	
	

	
	第４章　命題と論理

　第１節　命題と集合

	
	命題の意義を理解し，ｐ⇒ｑの形の命題について真偽の判定と，集合の包含関係について理解します。
命題とその逆・対偶の相互関係を理解します。
	
	

	
	　第２節　必要条件と十分条件


	３
	必要条件，十分条件及び必要十分条件の意味を理解し，それが使えるように学習します。
背理法の意味を理解し，その考えが活用できるようにします。
	
	

	
	【課題・提出物等】
１，授業終了後に配布する「日々の課題」（毎時間）
２．中間考査及び期末考査の範囲内の副教材演習ノート（２回）
３．主として参考書「Focus Light数学Ｉ十Ａ」の中から出題される週末課題（毎週）

	
	【第3学期の評価方法】
年間を通しての中間考査と期末考査の成績，小テスト，演習ノート，プリントなどの提出物の内容，学習活動への参加の仕方や態度などで総合的に評価します。

	【年間の学習状況の評価方法】
　下記の４つの観点から評価した１学期，２学期及び３学期の成績を総合し，年間の成績とします。


３　評価の観点，内容及び評価方法
	
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	　数学的な活動を通して，場合の数と確率，論理と集合，平面図形における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているかどうか｡
	・授業への取り組み，態度
・授業中の補助プリント
・演習ノート
・「日々の課題」「週末課題」

	数学的な見方や
考え方
	  数学的な活動を通して，場合の数と確率，論理と集合，平面図形における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えているかどうか｡
	・授業への取り組み，態度
・授業中の補助プリント
・演習ノート
・「日々の課題」「週末課題」

	表現・処理
	  場合の数と確率，論理と集合，平面図形において，事象を数学的に考察し，表現し処理する仕方や推論の方法を身につけ，的確に問題を解決できるかどうか。
	・授業への取り組み，態度
・授業中の補助プリント
・演習ノート
・「日々の課題」「週末課題」　

	知識・理解
	  場合の数と確率，論理と集合，平面図形における基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基礎的な知識を身につけているかどうか。
	・定期考査，小テスト
・演習ノート
・「日々の課題」「週末課題」


４　アドバイス等
	確かな学力を身につけるためのアドバイス
	・授業を通して，なぜその公式が成り立つかを理解することが必要です。

・理解した公式をきちんと使えるように，繰り返し練習しましょう。

・さらに，確実な計算力を身につけることが大切です。

	授業を受けるにあたって守ってほしい事項
    
	・学習の基本は授業です｡欠席することなく継続的に授業に取り組みましょう。
・授集中のノートは板書を単に写すだけではなく，例題の解法等において，手順やそこで必要な公式等の確認事項などが十分に理解できるように作成することが大切です｡復習に活用できるように丁寧にまとめてください。
・例題を参考に積極的に練習問題等に取り組み，繰り返しの中で理解を深めることが大切です。
・学期や学年の評価は，定期考査だけでなく，授業態度や提出物等を平常点として加味し評価するので，期限を守って提出してください。

	その他
	授業は「丁寧に」解説しますので，生徒の皆さんも「苦手だから」と決め付けないで，積極的に授業に参加してください。わからないことをそのままにせず，どんどん質問してほしいと思います。


